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技術講演会報告
演題 情気通信大学・学内情報インフラにおける技術部の関わり』
日時 1 1 月 26 日 午後 4 時 ~ 午後 5 時 30分
4由民
ﾄ 場
師
文京キャンパス肉 VB L (ベンチャービジネスラボラトリー) 5階会議室
電気通信大学 才木良治氏(技術部先任技術専門職員)
石井和広氏(技術部技術専門職員)
講
文京キャンパスの技術部は総務部職員課の協力のもと、組織化以来、初めての技術講演会を企画
しました。電気通信大学の 2名の技術職員による講演会には本学の技術職員をはじめ教員、学生あ
わせて 40数名の聴講がありました。技術部としてこの講演会を実施することができたのは、第一
に、 3 年前に電気通信大学技術部よりガラス細工技術講習会へ講師派遣の依頼があり、 3名の技術
職員が当該大学の技術講習会で講義と実習を行ったこと。第二に、技術部の将来展望を考える上で
電気通信大学・技術部のとりくみが一つの典型になると考えたこと。第三に、能率向上の一環とし
て技術部の講演会企画に経費の配分を受けられるようになったこと、などが背景にあります。
なお、電気通信大学でのガラス細工技術講習会については既報 (200 2 年度 技術報告集、 V
o 1. 8; 福井大学技術部)を参照してください。
今日、技術業務をこなす上でWe b 、電子メーノレが快適に使えることが当り前の時代になってい
るわけですが、そうした情報インフラの現状は、マシンの低価格化と Linux など、 Windows マシン
で走る os の飛躍的な開発が基礎にあり、技術者が積極的に関ることには大きな意義があります。
しかも、昨年4月より福井大学も法人化され、技術者への要請も新しい段階をむかえるに至りまし
た。地域貢献など情報発信、技術継承の観点からも情報インフラは重要な位置を占めており、時代
にマッチした企画だ、ったのではないでしょうか。
講演内容については本学の事情を考慮し、情報インフラの管理・運営に携わっている技術職員を
講師に依頼していることから所属大学の技術部におけるとりくみ、事例やエピソードなどを中心に
講演をお願し、しました。講師の人数は当初、 1 名のみの予定でしたが、折衝の窓口で、あった職員課
人事・能率係の計らいで 2名の派遣が実現しました。また、その後、講演者の才木氏からの連絡で
は、本学学長から御礼の手紙をいただいたようでした。改めて紙上ではありますが、児嶋学長、職
員課課長・桐沢氏、人事・能率係長の坂野氏に対し、深く感謝の意を表すものです。
今回の技術部が主催した講演会のとりくみで得られた教訓と検討課題を整理し、以下に列挙し、
講演会の報告とします。
??? ?
1 )講師への謝金支出に関し、依頼先の組織のちがいで有給休暇での講師依頼になり、現状では
旅行途中の事故保障が依頼側からできない。
2) 講師には旅費と謝金が支給されるが、その総額から 10%が税金として控除される。
3) 今後、技術講演会を企画するにあたって技術者の将来展望につながる内容を吟味する。
4) 職員課への配分予算で企画するので年度当初には一定の案を技術部として用意すること。
文責 第一技術室・町原秀夫
写真 1 講師の方々。左から電通大の石井氏、才木氏 写真 2 講演会場の様子①
写真 3 総合情報処理センターから問中先生も聴講に 写真4 講演会場の様子②
写真 5 講演会場の様子③
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